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公開質問状 
 
平素より環境保全行政にご尽力いただき、感謝申し上げます。 
私たちは、環境省が進める「奄美大島における生態系保全のためのノネコ管理計画（2018～2027 年度）」
について、科学的根拠の妥当性に対し重大な疑義を抱いております。 
本計画の基礎資料とされている塩野﨑和美（2016）『奄美大島における外来種としてのイエネコが希少在
来哺乳類に及ぼす影響と希少種保全を目的とした対策についての研究』には、統計手法の不備、データの
誤用、引用の不正確さといった科学的欠陥が確認されており、これを政策判断の根拠とすることは、証拠
に基づく政策決定（EDPM）に明確に反するものと考えます。 
本計画は国費を投入し、数千匹規模のノネコを捕獲・殺処分する方針を含む重大な政策です。よって、そ
の根拠となる科学的情報の妥当性は慎重に精査されるべきであり、不備があると認められる以上、政策の
中止と見直しを強く求めるとともに、以下に科学的根拠の妥当性について具体的な疑問点を列記しなが
ら質問させていただきます。貴職（および関係部局）におかれては、開かれた国政運営の一環として、真
摯に説明責任を果たされますようお願い申し上げます。 
なお、本質問および回答の有無とその内容については、どうぶつ基金のホームページ等、各種媒体を通じ
た公開を予定しており、また回答如何によっては、再度の質問のほか適宜な対応を考慮しておりますこと
を念のため申し添えます。 
 

記 

 
1. 「ノネコが年間 60,000 頭の希少哺乳類を捕食する」という推定値の根拠は何か？ 

この推定値は、奄美大島の実際の生態系と矛盾しており、科学的妥当性に欠けると考えられます。出
典である論文の推計は、地域に即していない海外の研究や仮定に基づいており、地域固有の生態情
報を無視しています。このような数値を政策根拠として使用する合理的な説明を求めます。 
（回答） 
 
 



2. 糞分析のサンプルバイアスを考慮したか？ 
ノネコの捕食行動に関する研究として糞分析が用いられていますが、サンプルの採取方法や地域偏
在が明記されておらず、偏ったデータによって影響が過大評価されている可能性があります。計画
立案にあたってこの点が考慮されたか、明確な回答を求めます。 
（回答） 
 
 
 

3. 海外のデータを機械的に流用しているのではないか？ 
対象地域である奄美大島の生態系と異なる海外事例を基にした数値や推計を、そのまま流用してい
ると見受けられます。これは地域特異性を軽視する誤った科学的手法であり、根拠として不適切で
す。実際に参照したデータとその妥当性をご説明ください。 
（回答） 
 
 
 

4. ノネコの個体数推定の手法に欠陥があるのではないか？ 
ノネコの推定個体数は計画の規模や対策内容を決定する上で基礎となる数値ですが、その算出には
偏ったサンプルや推定法が用いられており、統計的信頼性に問題があります。どのような手法に基
づいて算出されたのか、その妥当性をご説明ください。 
（回答） 
 
 
 

5. 捕食量の推定方法が不適切ではないか？ 
捕食量に関しては最大値を基準とした評価がなされており、ノネコの生態的実態を反映していない
可能性があります。これによりノネコの影響が過大に表現され、政策判断に誤りを生じかねません。
推定方法と前提条件を明示してください。 
（回答） 
 
 
 

6. 引用されたデータの出典が曖昧ではないか？ 
出典の記載が曖昧であり、どの研究に基づくのかが明確に示されていない点が複数あります。また、
再現性を欠く記述も見られます。このような状況では、検証も反論も不可能であり、政策に用いるに
は不適切です。引用の正確性と再現可能性についてお答えください。 
（回答） 
 
 
 



以上の点を総合すると、本計画の根拠とされている論文は科学的に重大な欠陥を含んでおり、これを基に
政策を進めることは、EDPM（証拠に基づく政策決定）の原則に明確に反します。 
したがって、私たちは以下の対応を強く要望し、本要望に対する貴職（および関係部局）の回答を求めま
す。 
 
I. 本計画の即時中止 

（回答） 
 
 
 

II. 科学的に妥当なデータを収集した上での計画の再検討 
（回答） 
 
 
 

 
環境行政においては、感情論ではなく、正確かつ科学的根拠に基づいた政策決定が不可欠です。 
国民に対して誤ったデータに基づく政策を推し進めるのではなく、透明性のある説明責任を果たすよう
強く要請いたします。 
 
つきましては、年度初めでご多忙のところ恐縮ですが、各質問および要望への回答を上記各回答欄にご記
入の上、文書（PDF 等）にて 2025 年 5 月 12 日（月）までに上記の連絡先メールアドレスにご回答くだ
さいますようお願い申し上げます。 
 

以上 




